
建首長野立幕僚町市 成久 洋之

機能達成のための努力配分 国家業務の目的はなにか，

と問われでも一口には何種類かの目的を列挙するに違い

ない.つまり多目的機能を有しているからである.これ

がなにか l つの目的に集約されるならばこの機能達成の

ための努力配分(予算および人員等)もきわめて楽なも

のとなろうが，それがためには各サプ機能聞の重みづけ

が必要とされる.

防衛業務においては各種業務の最終目的は防衛能力の

向上に寄与しなければならないが，その内容において，

直接に防衛力に関係するものと間接に関係しているもの

に区別されよう.そこで，前者を第一線業務，後者を後

方業務とよぶことにすると，後方業務の第一線業務に対

する寄与率はL、かなるものであろうか.防衛業務の努力

配分もこの観点からなされるべきであろうと思われる

が， この種の寄与率をいかに捉えるべきか. この種の研

究に従事しています.各員諸氏のよきアイディアをお待

ちしております.

左記重器産差所管理技術開発室 久保田 均

巻尺をもちながら 8 カ月の実習を経て，実務につき約

l 年たちました.私どもの仕事は，事業部から，委託され

た管理技術に関する業務と自主研究との 2 本立てて、行な

っております.もはや，高度成長を望んでも得られない

いま， トップ・ポリシーとして高度成長下て、ついたぜい

肉を取るようにいわれており，その方針のもと，見合う

生産管理システム設計というのが，現在の業務です.

学生のとき， ORを専攻していましたので，非常に使

り， ì尼くさい形でしか進行しないというのが，“物づく

り"に取り組む，われわれの唯一の方法のように恩われ

ます.

議空草主主部 杉村 正彦

最近の研究数理統計学・応用統計学の分野の中でとく

に統計的逐次解析法に興味をもっております.

1976年 3 月下旬から 5 月下旬まで文部省派遣の海外短

期出張に出かけ，欧米諸国における， (イ) Play-the 

Winner Sampling Rule による逐次解析法の実情，

(同統計プログラムパッケージの開発・使用状況，付

工科系大学におけるコンピュータサイエンス教育の実施

状態，の調査を行なってきました.

また， 12月 10 日， 11 日の両日にわたって，文部省科学

研究費，綜合研究「数理統計学の研究J (代表者 渡辺

信三氏)の第 2 グループの研究分担者として統計的

推測j システムの構成と評価の問題」のシンポジウムを当

教室で開催しました.

JfE喜郡孝弘z 商問 知照

機械と騒音 私の現在のおもな仕事は，歯車減速装置の

騒音防止法の研究である.この問題は相当に長い歴史を

もち，多くの研究報告もある.しかしいまだに減速機は

騒音を発している.騒音という言葉は非常に主観的なも

のであると同時に時代の流れを強く感じさせる.近年ま

では，機械が音を発するのは当然といった意識すらあっ

た.音色によって機械の調子を判断することも多く，機

械音も利用価値のある必要音との感覚が強かった.とこ

ろが，最近はピアノの音でさえ騒音になりうる時勢であ

る.それだけに騒音問題は厄介である.

現時点では機械音のレベルを下げることだけでも四苦

八苦している状況からして，機械音を完全になくすこと

はおそらく不可能であろう.残る手は，心地よい音を発

する機械にする以外にないのかもしれない.オルゴール
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のような音を発してまわる減速機，そして好みに応じて

音色や曲目が変えられる減速機などがし、つの日かあらわ

れるかもしれない.などと夢を追いながらも現実は騒音

を発する減速機を前に悪戦苦闘の毎日である.

経営企画研究所 大槻 茂樹

社長室業務の代行当研究所は今年で創立 4年目を迎え

た若い企業である. r社長室をお貸ししますjのキャッチ

フレーズで，すでに数十社の社長室業務の受託経歴をも

っている.とくに中堅・中小企業にあっては，経営計画

はもちろん，その基本となる経営戦略の検討や，各種プ

ロジェクトの計画・実施にあたって，社外スタッフの活

用をはかることが，常勤スタップによるそれよりも有効

であるとし、う理解が生まれてきたように思われる.単な

る問題点指摘や，方向づけに止まらず対象企業の中に深

く関与しながらも，客観性を失なわずあくまで実務に密

着した仕事が当研究所の特色である.すでに開発・実施

に移したシステムの一部を紹介すれば，経営計画の実施

担当者である役員層のレベルアップをはかる「集団OJ

T方式J r コンピュータによる人事考課システム J r部門

活動の問題点発見方式J r加工に対するオベレーション

アナリシス J r新製品開発システム J r個人業績の評価シ

ステム」なと'多岐にわたっている.

三警警合員室霊 岡本 吉晴

現在とこれからの研究 OR関係の仕事としては，数理

計画法のアルゴリズムおよびソフトウエアの開発をおも

に行なってきまして，今後も，この分野を自分のへース

にしてゆきたし、と考えております.いままでは，数理計

画システム (LP/MI P) やネットワーク計画システ

ムという，わりに大きなソフトウエアを開発してきまし

たが，最近は，大学院時代以来ご無沙汰していた，非線

形計画のパッケージを開発しようと思っております.

現在，おもに行なっている仕事としては，これ以外に

2 つあります. 1 つは，ソフトウエア工学関係の仕事

で，プログラムのデパッギングをサポートするプログラ

ムと，プログラムを評価するプログラムの基本設計をね

なっております.プログラムの正当性の検証という理論

にかかわるものですが，まだ，完全な検証系(Verifier)

の実用化は困難であるようです.当面は，自分でも使っ

てみたくなるようなツールができればと思っておりま

す.もう 1 つは，都市交通計画に関係する調査の仕事を

行なっており，おもに，自動車交通の抑制とし、う問題を

含めた，道路という資源の有効的な利用をめざす政策の

評価という問題です.都市というシステムは非常に短雑

で，信頼できるデータも乏しいので，自信のもてる結論

を出すのはむずかしいのですが， OR的な考え方を使っ

て，できるだけ計量的な評価をしたし、と考えております.

IS量錯誤燃すn 三上民人

損害保険とコンビュータ 損害保険は個々の商品にかな

りの特殊性を含んでいますが，それらの多種目をあっか

うなかで顧客からの情報量も多く，そのための情報処理

も高度な技術が要求されます.したがって， コンビュー

タの活用も他産業に比べ盛んとなるわけで、すがその内界

はといえば，大量データの迅速処理がもっとも大きなウ

エイトを占めているのが実情です.

しかし，ここ 4~ 日年のうちに各社は先を競ってオン

ラインの実施に踏みきったことにより，コンピュータの

高度利用にむけた動きが急激にクローズアップされてき

ました.損保のオンライン自体がコスト的に採算ベース

に合うか否かについての疑問視するむきもありますが小

生としては，オンラインの前提となるデータベースを利

用したOR用ファイルに興味をもっており， ORの勉強

とあわせて取り組んでいます.将来，業務部門をユーザ

ーサイドとしてターミナノレを用いたタイムシェアリング

システムを導入できればと考えています.

襲警護f jjll藤 満

lip system と muscle system 最近は計算機とのデー

トがつづいている.私の所属する経営工学科の計算機京

のお守りと大学の計算センターの設立や民間の計算セン

ターの設立等に参画しているのが原因である.こうした

ことから計算機教育や情報教育について考えさせられる

ことが多い.

私の科の計算機教育については「コンピュータ・ウィ

ーク」を機軸にした独自の教育システムをつくっている

が，これについては 51年秋の経符工学会で発表した.

(前近代的な)私立工業大学における 1 学科であるから，

制約条件も多くいろいろ苦労したが，それでもどうやら

このシステムによる教育も 3 年目を迎えようとしてい

る.

ところでシステムに関連してわれわれの仲間内で 2 つ

の新造語が流行している. lip system と muscle system 
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である. lip system というのは「口先だけのシステム!

という意味で，その点 muscle system の「身体を張っ

てつくるシステム J と対照的である.これらの新造語は

実際に教育システムをつくる過程で生まれた副産物であ

った.だいたし、，日ごろシステムとは，などといってい

る人はシステムを体験的にわかっていなくて，ましてや

実際に「動く j システムなんかっくれないことを発見し

たからである.動くシステムは現実的な故に泥くさいと

ころがあるから lip system 論者にはそれがシステム

に見えないか，あるいはそれをシステムと認めようとし

ないのである.先日も某大学の方の訪問を受けて計算機

教育について話し合う機会をもったが，そのときこの 2

つのシステムを話したら大変喜んでおられた. というわ

げで，この 2 つの新造語は意外に便利に使えるようだ.

OR として現在興味をもってし、るのは配送計 jilfrで‘ある

が紙聞の都合で省略する.

諸君望者学 沼田

あれこれ“夢想" 昨年以来， 日十算機の更新のため， 新

機種の選定委員長とし、う仕事に忙殺されて，少々疲れま

した.メーカーとの 100間近い接触，導入までの準備や

ら各方面との折衝から予算のヒネリ出しやら，よくもま

あつぎつぎと仕事が発生するものだという感じそれに

加え，小生の居る大学は I民主主義」が大変発達してい

るせいかさまざまな委員会があって，やや古株になって

きた小生などいくつもの委員をかぶせられ 日に各種

の会議などが 4 つ日つ主主なることも珍らしくない. これ

ではまるで会議をやって給料をもらっているようなもの

ではないか，民主主義はよくないなァなどとボヤいてい

ます.

現在の日本は自由社会とかし、われる世の中ですが，数

年前から小生は自由にも最適な[程度と分布j があるの

ではないかという大それた考えを仰いていて，それがカ

クモン的に表現できなし、かと夢想しています.ごく特殊

な分野に限定する以外には手もつけられない感じ

もう l つ「議論学I とし、う学問分野(?)をつくる必要ー

があるのではなし、かと数年前から考えています.人の考

えることは似たところがあるらしく，論<r'術とか;Jfß弁論T

.f!t!.学とかについての本が最近よく出版されているようで

す.小生考えるに，これは最近の世相に関係があるので

はないか.ある積の学生集問の使う論理や，在にしばし

ば見聞する常識はずれの行為の主の使う論理を聞いてい

ると|議論学」の必要を感ずる人々が出てくるのもうな

ずけるのでは・・目・・・.

最後に真面 fl な話として，学生の数学アレノレギーとコ

ンピュータ l食わず嫌い症をどうやって，治療するかにつ

いて，もっと研究が必要であると考えています(よい知

恵をおもちの方，お教え願いたし、).

日本数学会，計測自動制御学会に入っています.

品者議室言語緒請書鱈気 藤木 正也

久

応用待ち行列辞典の増補改訂を 米国ベル電話研究所の

Traffic Studies Center の紹介記事 (B.L. R. , 1964) に

“つぎつぎとあらわれる新モデルの浬論解析も重要任務

の l つ"とありましたが，これは私の研究室にもそのま

ま当てはまります.新問題への速応性が要求されるたび

に，待ち行列のモテソレ・手法に関する整理体系化された

網羅的最新情報の必要性を痛感させられています.海外

にも類を見ない応用待ち行列辞典はこの目的にもっとも

かなったものですが，出版後 6 年を関した現時点では，

最近における論文数の急増とも相侠って，同辞典のみで

最新情報まで把握することは困難になりつつあります.

昨年刊行されたOR辞典の} f;文に森口先生が“ 5 年後補

補 10年後改訂"との方針を掲げられていましたが，待ち

行列辞典にも同じ配慮が必要と考えられます. OR学会

での増補改訂企画を切望してやみません.

長産量童謡究京 梅津 正淳、q

OR とつきあって20年 1957年夏，病院の経符管理をも

っと科学的計量的にあっかえないものかと熱心に考えて

いた私は点脇・三根・藤沢共著「オベレーションズ・

リサーチ(運用・企画・経'Mの科学)J (共立出版社 1957年

6 月 15 日初版)を東京神田の書店で偶然発見し，さっそ

く買い求めて読みはじめました.これが私と OR との最

初Jの出会いでした.したがってOR とのおつきあいは年

数だけはほぼ20年になります.

現在州院管理・地域医療・医学教育の計画と評価にO

Rを活用することを目標としています. IOR mind さえ

身につければ，日常の身近かな業務の中に小さな改葬策

はいくらでも見つけられる j というのが最近の私の心境

です. (実施に移すことを受け入れてもらえるかどうか

は日Jjとして)もつか救急保療の System Dynamics を研

究中です.

1 fÙlの所属学会1 日本柄院管理学会 日本病院学会

日本ME学会 日本医療教育学会
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